
「国土」というもの 

 

 

■「国土」とは 

 わが職場の組織名称の冠にある「国土(こくど)」という言葉には、『［1］一国が領有する土地。国内の土地。［2］土地。大地。［3］ふるさと。郷土。』

という意味があるようである（出典：大辞林）。 

 「国土」は、国家にとっては国民という人的資産の存在とともに欠くことのできない概念であり、鉱物資源や農作物、水資源、居住、経済活動な

ど、ありとあらゆる人間活動にとって、必要不可欠な資源や恵みを与えてくれる空間である。国民と国土のどちらが欠けても、一般には国家とし

ては認識されないし、条約によって領有権が凍結された南極大陸を除けば、およそ地球上で、どの国の領土でもない地域はほぼ存在しない。そ

して、この国土やその境界線である国境を巡って、歴史的に紛争が絶えないことは周知の事実である。 

 にも関わらず、この悠久の歴史、悠久の大自然を持つわが国「国土」について、戦後生まれのわれわれ日本人はどのような認識を持ち得てい

るか。持とうと努力してきたか。また、過去の先人達によって絶え間なく続けられてきた国土への働きかけ、その結晶としてのこの豊かな国土を、

われわれは歴史の最先端に立つ責任ある者として、次の世代のために改善し、遺していくという責務を果たせているであろうか。 

 例えば、わが国では“無駄”の代表としてレッテルを貼られてしまった感のあるインフラ整備だが、現在、諸外国ではどのように取り扱われている

か。また、各国政府は社会資本整備にどのような姿勢で臨んでいるのか。 

 

 

■米国、中国、韓国 

 バラク・オバマ合衆国大統領は 2009 年 1 月 20 日の就任演説で、『なすべき仕事は至る所にある。米国経済は、大胆かつ迅速な行動を求めて

いる。そして我々は新規の雇用創出のみならず、新たな成長の礎を整えることができる。道路や橋を造り、電線やデジタル通信網を敷き、商業

を支え、我々を一つに結び付ける。科学を本来あるべき地位に戻し、医療の質を引き上げながら、そのコストは減らす。太陽、風や土壌を利用し

て自動車を動かし、工場を動かす。新時代の要請に合うよう学校や単科大、大学を変えていく。我々はすべてのことを成し遂げられるし、行って

いく。（中略）そして、我々の子孫に言い伝えられるようにしようではないか。我々が試された時、旅を終わらせることを拒み、後戻りすることも、く

じけることもなかったと』と語って以来、積極的なインフラ投資政策をとり続けている。 

 2009 年 2 月 17 日に成立した「米国再生・再投資法」（American Recovery and Reinvestment Act of 2009）に基づき、彼国が高速道路・橋梁

の改修工事や高速鉄道の整備といった交通輸送分野のインフラ投資を積極的に進めていることは周知の事実であるが、その米国では、昨年末

に、更に 1,550 億ドル（約 14 兆円）規模の雇用対策法案を下院で可決し、着工準備の整ったインフラプロジェクトや高速道路建設等に重点投資

していこうとしている。 

 一方、アジアに目を移せば、中国では、景気対策として「内需拡大による経済成長促進 10 項目」（2008 年 11 月 9 日中国政府発表）を策定し、

総投資額 4 兆元（約 57 兆円：GDP の 16％相当）、鉄道・高速道路・空港など交通インフラ分野のみで約 1 兆 5000 億元規模の投資を実施して

いる。また、以下に示すように、ストックでみても、フローでみても、「中国」という国家の「国土への働きかけ」の現状は凄まじい。まもなく国内総

生産(GDP)でわが国を追い抜き世界第２位に躍進しようとしている彼国の経済成長は、こうしたインフラ整備の下支えがあってこそ成り立ってい

ることは疑いようのない事実である。 

□高速道路の総延長は 2009 年末現在で 6 万 5000km（米国に次ぐ世界第２位。1988 年の整備開始以降、僅か 20 年で実現。 

 2020 年までに 10 万 km の高速道路ネットワークを完成見込み）  □鉄道路線の総延長は 2009 年末現在で 8 万 5000km（米国に次ぐ世界

第２位に躍進）  □2010 年の中央政府による公共投資は、過去最大であった 09 年並みの 9927 億元（約 13 兆 6000 億円）に達する見込み。 

 

 



 韓国においても、インフラ整備に対する積極的な姿勢は米国、中国に勝るとも劣らない。国際線バブ「仁川国際空港」(3750m～4000m 級の滑

走路 3 本が稼働する 24 時間空港)にはじまり、これと隣接する「仁川経済自由区域 IFEZ」(永宗島、松島、青羅の 3 地域、総計 210 平方キロの

大規模臨空港新都市開発)、そして仁川国際空港と松島新都心を結ぶ「仁川大橋」(2005 年着工、2009 年 10 月 18 日開通の海上橋梁。英国系

多国籍企業 AMEC 社と仁川広域市等が共同で設立した仁川大橋(株)による PFI(BOT)プロジェクトで、工事請負者は韓国の建設業者 7 社)など、

仁川周辺のインフラ整備に対する国家としての取り組みに余念がない。 

 人口規模が日本の 1/2 以下で、わが国以上に少子・高齢化が進む韓国では、国家としてのビジョンを持って、そして時代の要請に柔軟に対応

しながら法制度を改善し、資本や人材を海外からどんどん調達して、国家の基盤整備と経済活性化とを両立させてきたのである。 

 さらに、現在、首都・ソウル市内では、総延長 150km にも及ぶ自動車専用地下道路網(上下線計 6 車線、総事業費 11 兆 2000 億ウォン(約

8700 億円))が整備されようとしており、また、韓国西岸の幹線鉄道軸「湖南(ホナン)高速鉄道」も 2014 年完成目途で整備されつつある。湖南高

速鉄道に関連して『政府は 2010 年予算案に済州島?湖南海底の高速鉄道の実現可能性調査事業費 10 億ウォンを割り当て、本格的な実現可

能性調査に乗り出す予定』といったニュース記事があるが、これは彼国が世界最長の海底トンネル工事（延長約 73km、ユーロトンネルの 2.4 倍、

青函トンネルの 3.2 倍）の実現すら視野に入れているということを物語っている。 

 この湖南高速鉄道の着工式(2009.12.5)に際して、イ・ミョンバク大統領は、『高速鉄道や高速道路のような国民の基本的インフラは、現在の

視点ではなく、未来の視点から見なければならないと考えています。経済性があるなら、それはおそらく、民間部分になるでしょう。今日の現在

の経済性は低下しましたが、どうしても必要なインフラの場合、それは国がしなければならないと考えています。むしろ国が先頭に立つことにより、

将来的には経済性を作成することができると考えています。』と演説している。 

 オバマ大統領もイ・ミョンバク大統領も、彼らが愛して止まない自国の次の世代の幸せのために、積極的に国土に働き掛け、国家の競争力を

強化せしめ、豊かで安全な国土を形成しようとしているのである。而るに、わが国の現状はどうか。 

  

■“脱亜論”と“二つのＪ” 

 わが国の先人達は「国土」というものを、「国家」というものを、絶えず「現代の問題」「ここでの問題」として認識していた。 

 通称「脱亜論」と呼ばれる明治 18 年 3 月 16 日付「時事新報」社説において、福澤諭吉は、『我日本の国土は亜細亜の東辺に在りと雖ども、そ

の国民の精神は既に亜細亜の固陋を脱して西洋の文明に移りたり。然るに爰に不幸なるは近隣に国あり、一を支那と云い、一を朝鮮と云う。

（中略）この二国の者共は一身に就き又一国に関して改進の道を知らず、交通至便の世の中に文明の事物を聞見せざるに非ざれども、耳目の

聞見は以て心を動かすに足らずして、その古風旧慣に恋々するの情は百千年の古に異ならず、（中略）尚傲然として自省の念なき者の如し。我

輩を以てこの二国を視れば、今の文明東漸の風潮に際し、迚もその独立を維持するの道あるべからず』と述べている。日本が西洋文明を受容し、

受容を拒んで旧弊に固陋する中国・朝鮮と決別すべきことを論じた「脱亜論」に対する後世の評価は賛否両論分かれるところであるが、当時、対

「西欧」、対「アジア」という視点（空間軸）で、或は「文明」対「旧慣」という視点（時間軸）で、福澤が日本の「国土」と向き合っていたことは確かで

ある。 

 また、内村鑑三は、「聖書之研究」33 号(明治 36 年 2 月 10 日付）の「失望と希望（日本国の先途）」において、『私共に取りましては愛すべき名

とては天上天下唯二つあるのみであります、其一つはイエスでありまして、其他の者は日本であります、是れを英語で白しますれば其第一は

Jesus でありまして、其第二は Japan であります。（中略）政治家や教育家はいくら腐つてもまだ失望するには足りません、我等は正義の神の造

り給うた此国土に住居つて居る者でありますから、我等の理想の行はるる日は必ず来るに相違ありません。（中略）日本国に関する私共の希望

は(第三に)其国土に因ります、其地位は其人種と共に其天職を示します、日本国は世界の一半を他の一半と結び付けるための偉大なる天職を

帯びて居ます、日本国は亜細亜の門であります、（中略）富士や鳥海や浅間が空天に向て聳ゆる間は日本国の希望は確かであります、利根や

千曲に水の流れる間は日本国の希望は溢れて尽きません』と語っている。 

 福澤にせよ、内村にせよ、各々が其時代々に於て、「国土」というもの、「国家」というものと、真っ正面から対峙していた（或は、対峙しようとして

いた）。だからこそ、現在の日本がある。 

   



■「国土」の未来 

 当り前の話であるが、「国土」は、「国家」は、何の努力もなく維持されてきたわけではない。それこそ先人達の血と命を犠牲にして、現在まで守

られてきたものである。とりわけ明治維新前後にあっては、わが国の「国土」は西欧列強によって租借されたり、植民地化される可能性はいくらで

もあった。その厳しい局面に耐え、この国を守り抜いたのが、西郷南洲であり、勝海舟であり、大久保利通であり、伊藤博文であった。また、陸奥

宗光をはじめとする外交官や、山県有朋や西郷従道、山本権兵衛に代表される軍人、そして青山士や宮本武之輔をはじめとする土木技術者達

の其後の絶え間ない努力の成果として、「国土」が保全され維持されてきたということに思いを馳せない訳にはいかない。 

 「国土」というものは、不断に新しく生まれ変わり、引き継がれていくものである。であるからこそ、現代に生きるわれわれは、過去からのさまざ

まな贈り物を感謝して受け取り、それをより良いものに改善して、将来世代にしっかりと手渡していかなければならないのである。 

 また、それに反発するにしろ、賛同するにしろ、「国土」を取り巻く議論を常に意識し、それと正面から対峙して、其未来を見通すということをせ

ずにはいられない。現代に生きるわれわれに求められているのは、戦後刷込まれた固定観念（例えば「○○につながる」論）に囚われることなく、

未来に目標を定めて、国家として議論すべきことを、当に今議論するのだという決意しかない。 

 当センターに勤務させていただいて早 2 年、小生は「次の世代」のためになすべきこととして、公共の技術力確保（JICE レポート第 14 号）、イン

フラの技術革新（同 15 号）、及び国土教育（同 16 号）の必要性について、思考を巡らせてきたところであるが、今ここに、あらためて「国土」や「国

家」、そして其を最大限機能せしめ、国民を幸せへと導く国家基盤としての社会資本の整備（内村鑑三のいう「土木の事業」）の必要性を痛感す

るものである。 

  

■もうひとつの「国土」 

 「国土(こくど)」という言葉を別の辞書で引くと、大辞林の示す 3 つの意味の他に、もう一つの意味として『［4］仏語。すべての生命あるものが住

む所。』が示されている（出典：大辞泉）。 

 例えば、浄土三部経の一つである「仏説・阿弥陀経」は、5 世紀の初め、鳩摩羅什三蔵によって翻訳された経典で、お釈迦さまが祇園精舎にお

いて舎利弗をはじめとする弟子達に説法された内容をまとめたものであるが、そこでは、まず阿弥陀如来の浄土の荘厳と阿弥陀如来の徳が説

かれ、ついで、西方浄土に生まれるために念仏を称えることがすすめられ、最後に六方（東南西北下上）におられる諸仏が阿弥陀如来の徳を称

讃し、その御教えを信ずる者を護ってくださることが説き明かされている。 

 この仏説・阿弥陀経では、幾度となく「極樂國土」「彼佛國土」「其佛國土」「生彼國土」「於彼國土」という下りで、「国土」という言葉が称えられて

いる。その意味は、間違いなく「幸せに満ちている世界」と訳せよう。 

 「国土」というものの大切さに気付き、「国土」はどうあるべきか、どう改善していくべきかについて各々が不断に学び、議論するようになれば、そ

の「国土」に暮らしているわれわれは、亦これから現世に生を受けるわれわれの子孫達は必ずや成長し続け、畢竟、その豊かな「国土」を通して、

皆が無量の幸せを得るに違いない。 

  

（国土学アナリスト 森田康夫） 

※ 本文中にある諸外国の社会資本整備に関わる最新ニュースは、http://www.jice.or.jp/index.html において日々情報発信されています。 

※ 韓国のインフラ整備に関する記述は、当センター上席主任研究員の福田健氏から情報提供していただいたものです。 

 


